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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
色
な
私
、
桃
色
な
妹
と
親
友

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
５
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
甘
味
処

【
あ
ら
す
じ
】

　
注
意
！
！
－
－
－
－
－
－
－
－
現
在
テ
ス
ト
投
稿
を
行
っ
て
い
ま
す
。
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

女
主
人
公
が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界
に
転
生
。
前
世
の
知
識
と
転
生
後
の
妹
と

親
友
と
力
を
合
わ
せ
て
平
和
に
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
た
め
に
…
と
り
あ
え
ず
国

を
乗
っ
取
る
話
。
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０
１
 

－
 

主
人
公
誕
生
 

－
（
前
書
き
）

本
作
品
は
、
「
女
性
が
主
人
公
」
、
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
、
「
主
人
公
最
強
」
、

「
百
合
」
、
「
転
生
」
、
「
ハ
ー
レ
ム
（
２
人
）
」
、
「
主
人
公
が
黒
い
」
、

「
妹
と
親
友
が
桃
色
（
頭
の
中
的
な
意
味
で
）
」

な
ど
の
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
作
者
の
処
女
作
で
あ
り
、
努
力
は
致
し
ま
す
が
様
々
な
不
備
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
事
項
に
不
快
感
な
ど
を
感
じ
る
か
た
は
本
投
稿
を
お
奨
め
は
で
き
ま
せ

ん
。
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０
１
 

－
 

主
人
公
誕
生
 

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
　
最
初
の
記
憶
、
そ
れ

は
深
い
青
色
の
世
界
。
　
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

空
間
に
満
た
さ
れ
る
青
い
色
は
、
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
て
、
そ
の
色
を
深
く

し
て
い
る
。

気
が
つ
い
た
ら
、
私
は
そ
こ
に
い
た
。

深
い
、
深
い
青
。

こ
こ
が
ど
こ
な
の
だ
か
は
、
分
か
ら
な
い
。
感
じ
取
れ
る
こ
と
は

視
界
を
埋
め
尽
く
す
青
色
と
や
け
に
響
く
音
の
な
い
音
。

足
は
地
に
着
か
な
い
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
重
力
を
感
じ
る
。
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ふ
い
に
、
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
に
ひ
と
つ
見
当
が
つ
い
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
　
水
の
中
？
　
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

口
か
ら
漏
れ
出
し
た
言
葉
は
こ
ぽ
り
と
気
泡
と
な
っ
て
青
色
が
薄
い
方
向
、
水

面
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

思
い
つ
き
は
確
信
に
変
わ
る
。
ど
う
や
ら
自
分
は
水
中
に
い
て
、
す
こ
し
づ
つ

水
底
に
落
ち
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
、
な
ぜ
だ
か
落
ち
て
い
く
た
び
に
自
分
の
中
の
何
か
が
消
え
て
い
く
気

が
す
る
。

け
れ
ど
も
消
え
て
い
く
自
分
が
既
に
酷
く
あ
や
ふ
や
で
「
自
分
」
の
実
感
が
全

く
無
い
。

恐
怖
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

気
泡
が
吸
い
込
ま
れ
た
方
に
目
を
向
け
る
と
、
光
が
差
し
込
ん
で
い
た
。

揺
れ
る
光
に
一
時
と
し
て
同
じ
表
情
を
見
せ
な
い
水
面
を
下
か
ら
見
上
げ
る
。
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
　
…
綺
麗
　
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

あ
や
す
よ
う
な
や
わ
ら
か
な
光
に
よ
り
青
色
は
姿
を
絶
え
間
な
く
変
え
る
。
絵

の
具
を
溶
い
た
よ
う
な
青
、
時
に
淡
く
緑
が
か
っ
て
い
た
り
、
透
き
通
る
よ
う

な
空
色
に
な
っ
た
り
、
私
は
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

ふ
い
に
、
綺
麗
だ
と
感
じ
る
「
自
分
」
に
気
づ
く
。

す
る
と
そ
れ
ま
で
感
じ
な
か
っ
た
「
自
分
」
が
消
え
て
い
く
状
況
に
恐
怖
を
感

じ
た
。

抗
う
よ
う
に
、
手
足
を
動
か
し
水
面
を
目
指
す
。

意
外
と
水
面
は
離
れ
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
水
面
ま
で
行
き
つ
く
。
水
面
に
顔
を

出
し
た
私
は
、
深
く
、
息
を
吸
い
込
ん
だ
。
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そ
の
後
、
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
言
葉
は
、
意
味
が
な
い
ま
る
で
「
赤
ん
坊
」

の
よ
う
な
泣
き
声
だ
っ
た
。
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０
１
 

－
 

主
人
公
誕
生
 

－
（
後
書
き
）

意
味
が
分
か
ら
な
い
方
へ
、
本
投
稿
文
は
簡
潔
に
言
う
と

「
一
度
死
ん
だ
主
人
公
が
前
世
の
記
憶
の
初
期
化
を
完
全
に
す
る
前
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
内
容
で
す
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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